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平成３０年９月２０日

学校 保健委員会 発表

保健委員会「けがの予防」
１ 発表のポイント１

○「けがの傾向」－保健室の来室記録から－

○発表した保健委員会のメンバー

「学年別」

「男女別」「学

年別」「月別」

「種類別」「部

位」「場所」

「場面」の

８つの観点

を調べて中

央中等生の

けがの傾向

を導き出しました。

＜中央中等生の怪我の傾向＞
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２ 発表のポイント２

○体力と怪我の関係－「体力テスト」の分析と怪我の発生率－

○「けがの有無」で、体力テストの結果に有意差があるかどうか（T検定結果）

検定の結果、怪我と関係があると考えられる数値

ｔ検定を行って、「上体起こし」と「反復横跳び」が怪我と関係していることを見つけ

ました。

●怪我をしやすい理由

○上体起こしができない場合

＜体幹・筋持久力＞背筋の方が強く、体が反ってしまう。腰痛になる

○反復横跳びができない場合

＜敏捷性＞きびきび動くことができない → 転びそうになった時に反応できない。
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３ 発表のポイント３

○生活習慣アンケートの結果から

Ｑ：１年間で体調を崩すことはあるか？

＜アンケート例＞

体調を崩すことが

多い生徒の合計

けが けが

した しない

３２％ ２０％

５２％ ２８％
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４ 発表のポイント４

○保健委員会からの提案

○学校医の先生方と校長先生 ○学年主任の先生方

○保健部の先生方 ○ＰＴＡ役員の方々


